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平成 28 年 5 月 26 日 
 

平成 27 年度 特定非営利活動法人ＵＮＥ 事業実績 
 
Ⅰ 総 括 

特定非営利活動法人ＵＮＥの活動５年目の年、障害者、生活保護者のしごと起し、高齢者の生

甲斐づくりを通して地域(一之貝及び荷頃地区)の活性化を図ることを目的に以下の補助金・助成

金事業等を活用し様々な活動を実施した。 

 
Ⅱ 障害者、高齢者、生活保護者の支援 
１．地域活動支援センター事業(長岡市補助事業) 

月曜日から金曜日までの週５日、一之貝と千秋が原信濃川河川敷を活動場所として農作業を

中心とした活動及び公園管理等の作業を受託実施した。 

１２月から３月までの降雪時期は、一之貝でどぶろく作り、季節旅館開設準備のためのリニュー

アル、農産物の調整や除雪作業などを行った。 

また、長岡市総合支援学校 高等部の卒業生１名を受入れ、3 月まで利用者として通所した。 

北陸農政局が主催する「障害者就農支援ネットワーク」の委員として２回の会合に参加した。 

 
２．高齢者の生甲斐づくり事業 
 給食、農産物加工、直売事業を通じて、高齢者の生甲斐づくりに取り組んだ。給食事業

に関しては、一之貝から４人、北荷頃から２人の計６人の方で週２回を目途に給食作りに

来て貰っている。 
 時季毎の笹団子の製造、梅干しやキクイモ、体菜などの漬けこみを行った。 
給食事業（月~金）、資源回収（奇数月 2 地区：北荷頃、一之貝・軽井沢）、雪下ろし、

買い物送迎（毎月 第 2、、第 4 木曜日午後）、通院送迎（随時）等を通じ地域の高齢者の見

守り、生活支援等を実施した。 
 

３.生活保護者の生活支援事業 
 3年間実施している生活保護者のボランティア活動の一環で27年度は8名受入れを実施、

週４回 UNE の活動を手伝って貰うべく、長岡駅東口から送迎し、市民ボランティアとして

UNEHAUS に通所して貰った。現在 6 名が継続的に参加している。2 名の病気等で現在は

来ていない。 
平成 27 年度の市民ボランティアの述べ参加日数・人数は約 1,300 日人で、昨年度より 200

人日増加。UNEHAUS に集う障害者、高齢者と共に働き活動した。障害者や高齢者の支援

に非常に有効に関わって貰った。 
 
４．地域の活性化事業 
一之貝区をはじめ荷頃地区の北荷頃区、軽井沢区、比礼区、そして本津川区と連携して

資源回収をはじめお祭り等の行事に参加。また、地区区長会の開催会場として UNEHAUS
を利用して貰ったり、地区の防犯交通運動、公民館活動等の事業に参加したりした。 
地域での共同草刈り、水路の江浚い、雪下ろしなどにも積極的に参加した。 
また、8 月には東京中野区の幼稚園、2 月には埼玉県鶴ヶ島の児童クラブの生徒の受入れ

をした。 
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５．新規事業 
★どぶろくの製造・販売事業 

4 月 16 日にどぶろく製造免許及び酒類小売り販売の免許取得の申請を行い、10 月 19 日

に免許取得、11 月 1 日より販売開始し、これまで約 1600 本、約 1200Ｌの販売を行った。 

所期の目標であった 1000Ｌを達成したが、新たに 3000Ｌを目標に取り組んでいる。 
また、酒類販売も手掛け、どぶろくを中心にドイツワインの販売を行った。 

 
★農地のデータ化事業 
新潟県特定地域元気応援事業を活用し、GIS を使った地域の農地のデータ化を図り、こ

れまで不正確であった農地の面積等を明確にし、地元農家にデータを提供す事業を立ち上

げ、一之貝農業生産組合の組合員に約 280 筆の棚田データの提供を行った。 
 
★季節旅館の開設 
 3 月 1 日に 3 月から 8 月までの 6 か月間の季節旅館の営業許可を取得した。 
 
★河川協力団体 
 ３月９日付、国土交通省より信濃川河川敷（大手大橋~長岡大橋間）の河川敷の環境保全

に関する活動について認可を貰った。今後、『福祉・市民 体験農園』の実施へのステップ。 
 
Ⅲ しごとの充実 
1. 農業分野（2013 年 2 月 28 日県内初、NPO 法人認定農業者となる） 

一之貝 
 お布団農法の取組（60ａ） 
 エコ５５栽培の取組（90ａ） 
 幻のもち米「大正餅」栽培（10ａ） 
 食味検査への出展 
 笹の採取（近藤産業に出荷） 
 クロモジ採取（養命酒に出荷） 

 
千秋が原 
 『福祉・市民 体験農園』の取組への検討を行った。（農水補助事業） 
 河川協力団体認定 

 
2. 加 工 

 地元の協力を得、製造品目、計画的な生産を目指した工場の稼働率の向上。 
 どぶろくの製造販売に関する調査研究（新潟県醸造試験場、どぶろく新潟県及

び全国大会参加） 
 

 
3. 販 売 

 ＵＮＥＨＡＵＳ及び中沢直売所の運営 
 ＪＡ越後ながおか なじら～て美沢店、及び関原店への出品 
 アオーレ、とちパル、千秋が原ふるさとの森、かわさき市民祭りでのイベント

参加 
 どぶろくの販売（とちばる、駅ビルココロくぼた屋、なじら～て関原店、居酒

屋ナジラ～テ及び各種会合への引き出物として） 
 どぶろく試飲会の開催（とちぱる、なじら～て美沢店、表参道ネスパス、居酒

屋ナジラ～テ） 
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4. 請 負 
 地域に根ざした請負作業：苗づくり、雪下ろし、農作業の手伝い、草刈り等々。 
 千秋が原：公園管理の手伝い(請負)、花苗移植、夏期期間の夜周り（長岡緑地

環境協同組合） 
 街路樹の剪定手伝い（万松園） 
 引っ越し、草刈りの手伝い（ハイハイネット） 

 
 

5. 特例子会社夢ガーデンとの協働 
夢ガーデンとの協働で夢ガーデンの整備作業などを実施した。 
なお、夢ガーデンも農業参入を果たし今後地域農業の振興に協働で貢献できると思う。 

 
Ⅴ 生甲斐づくり 
 
給食事業の拡充(飲食業の営業認可獲得済み) 

 １日平均１９食を達成（約 4,750 食人／年）。 
 献立内容の充実、どぶろく料理の開発 
 積極的な広報宣伝活動：地域・長岡市街からも集客。 
 献立等の専門家への相談、豊富な食材の集荷、給食時間の内容検討等。 
 調理員７～９名体制。（調理員＝一之貝・北荷頃地域、市街からのボランティア） 

  
Ⅵ 地域活性化 
 
1. イベントの開催 

各種イベントの開催：田植、稲刈り、ジャガイモ堀体験 
各種クウカイ之開催：山菜・里の実・流しうどん・新米・薬膳・キノコ等 
 

2. 都市と農村交流 
 一之貝中山間地組合との連携・地域活性化を推進 
 国際農友会ドイツ会のメンバー２４人の受入れ 

以上 


